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土佐文旦は別 名法元文 旦または改良文旦 とも称せ

られているが，そのカロチ ノイド色素に関する研究は わ

が国では見当らない よ うである。筆者らはその利 用のた

めの基礎研究 とし て一般分析と同時に主 とし てカロチ ノ

イド色素を検索する 目的で本実験に着手した。

2.　文旦果肉（ 約1,300 g）をアセトン21 を用い てホ

モゲナイザーにて細砕し，吸引濾過し て得た残法を石 油

工ニ テル0.51 にて色素を抽出する。 得られた色素溶液

は洗醵後，２０％ＫＯＨ-ＭｅＯＨ 液にて一 夜冷鹸化 を行なっ

た後, 等容の90%MeOH にて分配し, 色素液を上層性色

素と下層匪色素に大別し ，以後それぞれの色素液をカラ

ムクロ マトグラフィ ーによ り単離し，吸収極大波長を測

定し て同定確認し た。

3. 上層性色素 とし てはphytofluene,    β-carotene,

neo-β-carotene u， ぐ-carotene,   cryptoxanthin-like 並

びに２つの不 明の色 素帯 （470,   445 mμ お よび448,

423,   400 mμin hexane ）であリ，下層性色素 とし ては

lutein であった 。


